








































もあり、国を挙げて兵力拡充の機運が流れていた。それは武道強化のきっかけとなり、一九〇二年に、大日本武徳会が「武術家優遇例」を定め、以来、毎年教士・範士の称号選考が行われた。 同時に武道教員養成も急がれた。学校では随意科として武道が採用されるが、指導する教員が不足していた。京都の大日本武徳会に武術教員養成所の設立案が検討されたのは いずれ近い将来 武道が中等学校の正科になると見通 ことであった。　
一九〇五（明治三八）年一〇月、京都に 初の武術




























































代の恩師に挨拶をすべく、京都に立ち寄った。そこで運命が変わった。恩師の内藤から「弁護士になるのも いが、 斎村、 もう一ぺん決心をし直さんか。 長年鍛えた腕を、むざむざ捨てるのはいかにも惜しい。本部で再修行しらどうだ」 （小澤丘 『近世剣豪伝』 体育とスポーツ出版社
　
先生は常に我々に説かれた。

































た。柴田とは同郷であり、彼が武道の教育的重要性を早くから提唱していたことにも賛意を寄せていたものと推察される 同年六月には、 国士舘高等部一期生を引率し、朝鮮・満洲・天津・北京・済南・青島・上海・漢口・四川省へ三か月にわたり視察旅行をしている。その時同行した学生の武田凞（後に学校法人国士舘理事を務める）は、その時の事を「斎村先生のこと」 （前掲『斎村五郎の遺稿と想い出』 ）で述べている。
　
僕は国士館第一期生だったが、一期生の卒業する
















































ここが大切のところである。青年時代に人より一歩でも半歩でも先に出ている事は、将来勝の原因となる。朝は定刻より十分前に道場に来るように、それには眠い苦を打ち破らねばならない。それが修行である。また人間は焦ってはならな が、焦 のは時間に後れるからである。自分は常にこの時間という事を心掛けている。 而してこの理を剣道 みならず、各方面に活用す 事が大切である。之は誰でも言うが、行なう事は困難である。等々
　
斎村は終戦翌年の一九四六（昭和二一）年二月、警視











科が増設されると、 斎村は早速に講師として招聘 た。国士舘にとっ 武道教育の復活は悲願であり、斎村の復活もまた然りであった。　
翌一九五七年三月、斎村は警視庁剣道師範を依願退職




病院へ入院するようにとの主治医の勧告にし い 東京目黒の東京共済病院に入院した。春が来る での病院生活の予定であった。 かし、翌年三月一三日、心筋梗
塞にみまわれ逝去。八二歳であった。　
先述したように、斎村は友人の緒方竹虎や中野正剛ら
の影響もあり、一時法律家への転身を考えた時期があった。斎村の伝記『気の剣
　
剣聖十段斎村五郎』を著した
ジャーナリスト早瀬利之氏は、このことについて「文才や実行力のある五郎が同じ道を選んでいたら、日本のその後もちがっていた」のではないかとしている。早瀬氏の指摘のごとく、もし政治家の道を歩んだとしても大成したことだろう。いずれにせよ、清貧にその道を究めたにちがいない。まさに人物であったといえよう。
